
- 10 -

〔AREIPGR Vol. 40: 10-20, 2024〕
doi:10.24514/0002001338

2023年の沖永良部島，徳之島，加計呂麻島，

奄美大島，喜界島における

マメ科植物遺伝資源および在来作物などの

現地調査・収集について

馬場 （笠井） 晶子 1)・海老沢 真子 2)・ 戸田 恭子 1)

1) 農業・食品産業技術総合研究機構 遺伝資源研究センター
2) 農業・食品産業技術総合研究機構 つくば技術支援センター

Field Survey and Collection of
Crop Landraces, Wild Vigna and Glycine Plants
in Okinoerabu, Tokunoshima, Kakeromajima,

Amami Oshima and Kikaijima Islands in Japan in 2023

Akiko BABA-KASAI 1), Mako EBISAWA 2). Kyoko TODA 1)

1) Research Center of Genetic Resources, National Agriculture and Food Research Organization (NARO), 2-1-2 
Kannondai, Tsukaba, Ibaraki 305-8602, Japan

2) Technical Support Center of Central Region, NARO, 2-1-6 Kannondai, Tsukaba, Ibaraki 305-8609, Japan

Summary

We conducted a field survey to collect crop landraces and wild Vigna and Glycine plants on Okinoerabu, 
Tokunoshima, Kakeromajima, Amami Oshima and Kikaijima islands in the Kagoshima Prefecture, Japan, from October 
16 to 23, 2023. As a result of the field survey, we collected 3 accessions of crop landraces, including one accession of 
Glycine max Merrill, one accession of Vigna unguiculata (L.) Walp. and one accession of Capsicum annuum L., and 
23 accessions of wild plants, including three accessions of Glycine tabacina (Labill.) Benth., five accessions of Vigna 
reflexo-pilosa Hayata and nine accessions of Vigna marina (Burman) Merrill. Notably, the G. tabacina accessions 
of Okinoerabu Island were the first and the northmost collection for the National Agriculture and Food Research 
Organization (NARO) Genebank. In addition, five root nodules were collected from V. marina to isolate symbiotic 
rhizobia. All the collected materials were conserved at the NARO Genebank of Japan. Seeds of each accession will be 
multiplied in the NARO Genebank, and multiple seeds will become available upon request for research, breeding, and 
educational purposes.

KEY WORDS: Glycine tabacina, Okinoerabu, Northmost collection, Vigna reflexo-pilosa, Soybean landraces,
Kikai Island
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序論

　農業・食品産業技術総合研究機構 (NARO) ジー

ンバンクでは，国内外に分布する在来作物とその

近縁野生種の生息域外保存を目的として，それら

の探索・採集を実施している（詳細は，植物遺伝

資源探索導入調査報告書を参照

)． こ れ ま で
にマメ科作物の近縁野生種とその共生根粒菌に関

する現地調査を 7 回実施してきた (Muto et al. 2015; 

Baba-Kasai et al. 2016, 2017, 2018, 2019; Takahashi et 

al. 2017, 2018)．しかしながら，これらの調査を通

じて NARO ジーンバンクに導入した日本原産の亜

熱帯マメ科作物の近縁野生種は，そのほとんどが

沖縄県の島嶼部から採集したもので，鹿児島県の

島嶼部から採集したものは少ない．

　そこで，2019 年以降，奄美群島を中心に鹿児

島県の島嶼部において，亜熱帯マメ科植物および

在来作物の探索・収集を進めてきた（Baba-Kasai 

2022; Baba-Kasai et al. 2022, 2023）．4 回目となる本

調査では，2019 年に海浜のみを調査した沖永良部

島と徳之島は，島の内陸部で Glycine 属や Vigna 属

野生種の生息候補地である川沿いおよび耕作地周

辺の探索を計画した．また，加計呂麻島・奄美大島・

喜界島については，2021 年と 2022 年に調査が不十

分であった地域を探索することとした．今回の調

査における探索・収集の主たる対象種は，沖永良

部島の田皆岬が北限とされる（大屋 2013）ダイズ

属近縁野生種のボウコツルマメ，標本の分布から

かつては琉球諸島に広く生息していたと推測され

るササゲ属近縁野生種のオオヤブツルアズキ，過

去 3 回の調査の補完データとなるハマササゲであ

る．また，在来作物として，2022 年に収集した喜

界島の在来ダイズ種子の発芽率が低かったことか

ら，この在来ダイズを再度収集することを目的と

して，栽培地の訪問を計画した． 

調査方法

　2023 年 10 月 16 日から 23 日に鹿児島県の沖永良

部島，徳之島，加計呂麻島，奄美大島および喜界

島において，亜熱帯マメ科植物遺伝資源および在

来作物に関する現地調査を実施した（Table 1）．

　Vigna marina や Vigna reflexo-pilosa などのマメ科

植物の自生集団，また，これらが自生する環境が

整った生息候補地を発見した場合，それらの探索・

収集を行った．今回の探索では，各集団からバル

クで種子を収集した．また，根に根粒の着生を認

めた場合，根粒と根粒の着いている 1 個体由来の

種子とを収集，採集地番号に枝番を付して，バル

クで収集した種子と 1 個体由来の種子とを区別し

た（Table 3）．各収集品について，緯度，経度，高度，

土壌の性質など採集場所に関する情報をパスポー

トデータとして Table 3 に示した．

　また，各島の役場で在来作物品種に関する情報

を収集し，それらを栽培されている方を訪れ，種

子分譲の同意が得られた場合には，当該在来品種

の種子の分譲を受けた．

摘要

　本報告は，2023 年 10 月 16 日から 10 月 23 日に行った鹿児島県の沖永良部島，徳之島，加計呂麻島，奄美大島，

喜界島におけるマメ科植物遺伝資源および在来作物などの現地調査・収集に関する報告書である．現地調査

の結果，ダイズ近縁野生種の Glycine tabacina (Labill.) Benth. （和名：ボウコツルマメ）3 点，ササゲ近縁野生

種の Vigna marina  (Burman) Merrill （和名：ハマササゲ）9 点，Vigna reflexo-pilosa Hayata （和名：オオヤブツル

アズキ）5 点などのマメ科作物近縁野生種に加え，喜界島在来ダイズ 1 点，喜界島在来ササゲ 1 点，奄美大

島在来トウガラシ１点の在来作物など，合計 26 点の植物遺伝資源を収集した．特に，沖永良部島で収集した G. 

tabacina は，農業・食品産業技術総合研究機構（NARO）ジーンバンクにとって鹿児島県からの初収集かつ日

本最北端のコレクションである．収集した材料はすべて NARO ジーンバンクに保存し，研究，育種，教育目

的のために，要望に応じて増殖した種子を提供する予定である．

キーワード : ボウコツルマメ，沖永良部島，日本最北端コレクション，オオヤブツルアズキ，在来ダイズ，

喜界島
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結果

　本探索および収集の結果，23 点の作物近縁野生
種および 3 点の在来品種の種子を収集した．その内

訳は，作物近縁野生種ではボウコツルマメ（Glycine 

tabacina）3 点，オオヤブツルアズキ（Vigna reflexo-

pilosa）5 点，ハマササゲ（Vigna marina）9 点，エビ

スグサ（Senna obtusifolia）1 点，ハギ属植物（Lespedeza 

spp.）3 点およびハマカブラ（Brassica rapa）2 点，

在来作物ではダイズ（Glicine max），ササゲ（Vigna 

unguiculata）およびトウガラシ（Capsicum annuum）

が各 1 点ずつである．本調査で収集した遺伝資源

の一覧を Table 2 に，それらの収集地点を Fig. 1a お
よび Fig. 1b に示した．

沖永良部島

　ボウコツルマメの生息地とされる田皆岬を訪れ，

公園入り口の芝地にボウコツルマメが群落を形成

しているのを確認し，群落ごとに OTA_01（写真

1），OTA_03 および OTA_04 の 3 点を収集した（Fig. 

1b）．定期的に草刈りが実施されていると推察され

たが，植物体が小さく匍匐性であることから消滅

を免れていると考えられる．この群落の大元とな

る集団がより海に近い場所に存在していると考え，

周辺を探索したがそれらを発見することはできな

かった．田皆岬では他にハギ属野生種（Lespedeza 

sp.）と思われる植物（OTA_02；写真 2）も収集し

た（Fig. 1b）．田皆岬と環境が類似する半崎でもボ

ウコツルマメを探索したが，それを発見すること

はできなかった．

　オオヤブツルアズキについては，沖永良部島の

最高峰である大山（標高 240 m）の麓に広がる耕作

地周辺を探索した．全域の調査はできなかったが，

山の北側で 3 点のオオヤブツルアズキ（OTA_06，
OTA_07 および OTA_08）を収集した（Fig. 1b）．ま

た，10 月にもかかわらず，花が盛んに咲いており，

Table 1. Itinerary of the field survey in Okinoerabu, Tokunoshima, Kakeromajima, Amami Oshima and Kikaijima 
islands, Kagoshima prefecture (October 16 to 23, 2023)

写真 1. 田皆岬（沖永良部島）のボウコツルマメ

写真 2. 田皆岬（沖永良部島）のハギ属野生種

Date Itinerary Stay
2023/10/16 Tsukuba -- Haneda Airport 10:05 -- (JAL645) -- Kagoshima Airport 11:55  -- Kagoshima Airport 12:40 -- (JAL3803) --

Okinoerabu Airport 14:05 -- Exploration around Tamina cape -- Stay at China-cho
China-cho

2023/10/17 Exploration around Mt. Ohyama -- Okinoerabu Airport 15:50 -- (JAL3710) -- Tokunoshima Airport 16:15 --
drive to Tokunoshima-cho -- Stay at Tokunoshima-cho

Kametoku-cho

2023/10/18 Exploration on Tokunoshima Island until afternoon; Tokunoshima Airport 16:45 -- (JAL3844) -- Amami Airport 17:15 --
drive to Setouchi-cho -- Stay at Setouchi-cho

Setouchi-cho

2023/10/19 Koniya Port 7:00 -- (ferry) -- Sesou Port 7:25 -- Exploration on Kakeroma-tou Island -- Ikema port 16:30 -- (ferry) --
Koniya Port 16:50 -- Stay at Setouchi-cho

Setouchi-cho

2023/10/20 Exploration on East part of Amami Oshima Island driving to Amami city -- Stay at Amami city Amami city
2023/10/21 Exploration on Amami Oshima Island until afternoon; Amami Airport 15:45-- (JAL3837) -- Kikaijima Airport  16:05 --

Stay at Kikai-cho
Kikai-cho

2023/10/22 Exploration on Kikaijima Island  -- Stay at Kikai-cho Kikai-cho
2023/10/23 Kikaijima Airport 9:15 -- (JAL3780) -- Kagoshima Airport 10:20  -- Kagoshima Airport 11:00  -- (JAL644) --

Haneda Airport 12:40 -- Tsukuba

 Table 1. Itinerary  of the field survey in Okinoerabu, Tokunosima, Kakeromajima, Amami Oshima and Kikaijima islands, Kagoshima prefecture
(October 16 to 23, 2023).
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Fig. 1b. The collection and search sites on Okinoerabu island.

Fig. 1a. The collection and search sites on Kikaijima, Kakeromajima and Amami Oshima island.

未熟な莢しか着莢しておらず，種子を採取できな

かった集団も存在していた．一方で，南側ではオ

オヤブツルアズキを発見することはできなかった．

山を挟んでのオヤブツルアズキの分布の違いにつ

いて，今回の調査ではその原因を推定するには至

らなかった．

　また，島南部の瀬利覚において，エビスグサ 1

点（OTA_05）を収集した（Fig. 1b）．

Collection sites of Glycine tabacina seeds
Collection sites of Vigna reflexo-pilosa seeds
Collection sites of other Fabaceae plant seeds
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Species Collected number
Vigna marina (Burman) Merrill 9
Vigna reflexo-pilosa Hayata 5
Glycine tabacina (Labill.) Benth. 3
Lespedeza spp. 3
Brassica rapa L. 2
Senna obtusifolia (L.) H.S.Irwin et Barneby 1
Glycine max Merrill 1
Vigna unguculata (L.) Walp. 1
Capsicum annuum  L. 1

Total 26

Table 2. A summary of collected materials in Okinoerabu,
Tokunosima, Kakeroma, Amami Oshima and Kikajima islands
Table 2. A summary of collected materials in Okinoerabu, Tokunoshima, 
Kakeroma, Amami Oshima and Kikaijima islands

徳之島

　沖永良部島におけるオオヤブツルアズキの生息

地を参考に，島の最高峰である井之川岳（標高 645 

m）の麓に広がる耕作地周辺を探索したが，オオヤ

ブツルアズキや他の作物近縁野生種を発見するこ

とはできなかった．沖永良部島とは異なり，耕作

地周辺やそこに至る農道の随所に除草剤散布の跡

が見られ，除草剤の影響で野生種の生息地が消失

した可能性が考えられた．そこで，薬剤散布が禁

止されていると思われるアマミノクロウサギ観察

小屋周辺も探索したが，作物近縁野生種の発見に

は至らなかった．原因として，観察小屋は井之川

岳の山麓内側に位置しており，オオヤブツルアズ

キ等の生息地としては日照や気温などの条件が適

していないことが推測された．そこで，北部の三

方通岳・天城岳周辺に場所を移して探索を続行し

たが，これらの地域においても除草剤散布の跡が

広範囲に認められ，オオヤブツルアズキなどの作

物近縁野生種を発見することはできなかった．な

お，北部の探索は奄美大島へ移動する前の 2 時間

程度に限られたことから，今後，再度の探索を実

施する予定である．

加計呂麻島

　2022 年探索（Baba-Kasai et al. 2023）でオオヤブ

ツルアズキ（KKA_15）を収集した諸鈍東側の川辺

から探索を開始した．2023 年度に KKA_15 の種子

を播種した際に発芽しなかったことから，種子の

再収集を目的としていたが，除草剤と草刈りの影

響により「KKA_15」の越年個体は弱体化しており，

花や莢はなく茎葉しか確認できなかった．諸鈍西

側の小川付近も探索したが，河岸の整備が行き届

いており，野生種が生息できる環境ではなかった．

諸鈍湾を挟んで諸鈍の向かい側に位置する秋徳で

も，その内陸部を探索した．2022 年探索（Baba-Kasai 

et al. 2023）でオオヤブツルアズキを発見した諸鈍

には大屯神社が存在し，そこに供えるイネを栽培

する水田が整備されており，その適度に潤った環

境はオオヤブツルアズキの生息に適していた．秋

徳にも高千穂神社が存在していることから，秋徳

にも諸鈍と同様の慣習が存在し，その自然環境も

似通っていると期待された．しかしながら，期待

に反して，秋徳では水田すら見つけることが出来

ず，オオヤブツルアズキ等の野生種を発見するこ

とはできなかった．これを踏まえ，次回は，側道

沿いにもう少し奥まで探索する予定である．

　ハマササゲについては，2022 年探索（Baba-Kasai 

et al. 2023）で諸鈍東側の海岸にその生息地を発見

することができたが，西側の海岸ではそれらを確

認することはできなかった．さらに西側の野見山

海岸・秋徳海岸ではその群落を発見したが，生育

不良やスナズルの寄生が原因で着莢が認められず

種子を収集することはできなかった．於斉から奄

美大島に面した北側の海岸に向かい，武名，木慈，

薩川海岸なども探索したが，砂浜が狭くハマササ

ゲを確認することはできなかった．そこで，加計

呂麻島西端の実久ビーチを調査した．実久の砂浜

は加計呂麻島には珍しい白い砂でハマササゲの好

む珊瑚砂が主成分であると思われたが，残念なが

らハマササゲは確認できなかった．実久から再び
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写真 3. 焼き払われた大ヤブツルアズキ生息地
（写真右の土手，奄美大島）

南側の海岸に戻り，須子茂と嘉入の海岸で，順に，

OTA_10，OTA_11 および OTA_12 の 3 点のハマサ

サゲを収集した（Fig. 1a）．

　また，薩川でハギ属野生種 1 点（OTA_9）を収

集した（Fig. 1a）．

奄美大島

　ハマササゲについて，2021 年度探索（Baba-Kasai 

et al. 2022）および 2022 年度探索（Baba-Kasai et al. 

2023）の補完目的で探索を行い，瀬戸内町阿木名

と勝浦の海岸から 5 点（Fig. 1a），奄美市笠利町の

海岸から 6 点（Fig. 1a）を収集した．このうち 5 点

（Fig. 1a）のハマササゲについてはその根元に根粒

が着生していたことから，根粒菌を単離するため

に根粒を収集した．　

　加計呂麻島の KKA_15 同様に 2022 年探索で奄

美大島住用町にて収集したオオヤブツルアズキ

（KKA_18 および KKA_19）の種子も 2023 年度に播

種した際には発芽せず，増殖ができなかった．そ

こで，再収集を目的に生息地を訪れたところ，橋

の架け替え工事のため周囲の環境が激変していた．

さらに，オオヤブツルアズキが群生していた土手

には焼き払われた跡（写真 3）があり，群落は消

滅の危機に瀕していた．残っていた莢から僅かな

種子を OTA_16 と OTA_17 として収集したが（Fig. 

1a），発芽力についての懸念は残った．

　オオヤブツルアズキの生息地が壊滅的な状態

写真 4. ハマカブラ（喜界島）

だったことから，同じ住用町にあるナガバハマサ

サゲ（KKA_22 〜 KKA_24）の生息地に向かい，そ

れらが生息していることを確認した．川内川から

水を引いた用水路沿いに大群落を形成しているこ

とから，大元となる群落を川内川近辺で探索した

が，他のナガバハマササゲの生息地を発見するこ

とはできなかった．

　また，摺勝でハギ属野生種（OTA_18）も収集し

た（Fig. 1a）．

　さらに，奄美大島の在来トウガラシを生産者か

ら分譲いただいた（OTA_26）．

喜界島

　海岸のほぼ全域を 2022 年度に調査したことから

（Baba-Kasai et al. 2023），沖永良部島や徳之島と同

様に内陸部で作物近縁野生種を探索した．しかし

ながら，上記 2 島と異なり，喜界島は小さくて平

坦な隆起サンゴ礁の島で，山も河川も存在しない．

百之台と名付けられた標高 203 m の隆起珊瑚礁の

高台があり，周囲には農業用のため池が存在して

いた．本調査では，主にこの周辺を探索したが，

喜界島の乾燥した環境は適度な湿気を好むオオヤ

ブツルアズキ等の Vigna 属野生種の生息には適して

おらず，それらの発見には至らなかった．代わりに，

サトウキビ畑の周縁でハマカブラと呼ばれるアブ

ラナ属の野草を発見し，OTA_22（写真 4）として

その鞘を収集した（Fig. 1a）．また，荒木地区にお
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いても，ハマカブラ（OTA_23）を収集した（Fig. 

1a）．

　喜界島町役場の輝氏から在来ダイズを復活栽培

している人を紹介していただき，栽培中の畑を見

学した（写真 5）．そして，その種子を分譲してい

ただいた（OTA_24）．また，喜界島在来のササゲ

を栽培している農家の方から，その種子を分譲い

ただいた（OTA_25）．
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Col. site No. / 
Map ID

JP No. Scientific name 和名 Col. Date Status Collection Site (Address) Latitude Longitude Soil Seed Nodule Soil 
sample

OTA_01 291167 Glycine tabacina ボウコツルマメ 16 Oct, 2023 wild Tamina, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　田皆

N27°24’11.7” E128°32’14.6” sandy loam bulk no no

OTA_02 291168 Lespedeza sp. ハギ類 16 Oct, 2023 wild Tamina, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　田皆

N27°24’14.8” E128°32’01.8” sandy loam bulk no no

OTA_03 291169 Glycine tabacina ボウコツルマメ 16 Oct, 2023 wild Tamina, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　田皆

N27°24’11.7” E128°32’15.1” sandy loam bulk no no

OTA_04 291170 Glycine tabacina ボウコツルマメ 16 Oct, 2023 wild Tamina, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　田皆

N27°24’11.9” E128°32’15.2” sandy loam bulk no no

OTA_05 291171 Senna obtusifolia エビスグサ 17 Oct, 2023 escape Serikaku, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　瀬利覚

N27°20’27.2” E128°34’45.9” loam bulk no no

OTA_06 291172 Vigna reflexo-pilosa オオヤブツルアズキ 17 Oct, 2023 wild Kamishiro, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　上城

N27°22’46.5” E128°34’00.4” loam bulk no no

OTA_07 291173 Vigna reflexo-pilosa オオヤブツルアズキ 17 Oct, 2023 wild Tamina, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　田皆

N27°22’39.4” E128°33’35.8” loam bulk no no

OTA_08 291174 Vigna reflexo-pilosa オオヤブツルアズキ 17 Oct, 2023 wild Tamina, China-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　知名町　田皆

N27°22’39.9” E128°33’32.6” loam bulk no no

OTA_09 291175 Lespedeza sp. ハギ類 19 Oct, 2023 wild Satsukawa, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　薩川

N28°10’45.2” E129°12’18.8” sandy loam 1 Plant no no

OTA_10 291176 Vigna marina ハマササゲ 19 Oct, 2023 wild Sukomo, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　須子茂

N28°08’48.6” E129°12’34.8” sandy loam bulk no no

OTA_11 291177 Vigna marina ハマササゲ 19 Oct, 2023 wild Sukomo, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　須子茂

N28°08’46.9” E129°12’37.8” sandy loam bulk no no

OTA_12 291178 Vigna marina ハマササゲ 19 Oct, 2023 wild Kanyu, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　嘉入

N28°08’25.0” E129°13’10.6” sandy loam bulk no no

OTA_13 291179 Vigna marina ハマササゲ 20 Oct, 2023 wild Agina, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　阿木名

N28°10’05.0” E129°20’12.9” sandy loam bulk no no

OTA_14_01 291180 Vigna marina ハマササゲ 20 Oct, 2023 wild Agina, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　阿木名

N28°10’06.0” E129°20’13.1” sandy loam 1 Plant yes no

OTA_14_02 291181 Vigna marina ハマササゲ 20 Oct, 2023 wild Agina, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　阿木名

N28°10’06.0” E129°20’13.1” sandy loam bulk no no

OTA_15_01 291182 Vigna marina ハマササゲ 20 Oct, 2023 wild Kachiura, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　勝浦

N28°10’26.7” E129°20’59.9” sandy loam 1 Plant yes yes

OTA_15_02 291183 Vigna marina ハマササゲ 20 Oct, 2023 wild Kachiura, Setouchi, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　瀬戸内町　勝浦

N28°10’26.7” E129°20’59.9” sandy loam bulk no no

OTA_16 291184 Vigna reflexo-pilosa オオヤブツルアズキ 20 Oct, 2023 wild Oaza Nishinakama, Sumiyocho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　住用町　大字　西仲間 146-3

N28°15’53.5” E129°24’23.0” loam bulk no no

OTA_17 291185 Vigna reflexo-pilosa オオヤブツルアズキ 20 Oct, 2023 wild Oaza Nishinakama, Sumiyocho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　住用町　大字　西仲間 92

N28°15’52.3” E129°24’23.6” loam bulk no no

Table 3. A passport information of collected materials
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Col. site No. / 
Map ID

JP No. Scientific name 和名 Col. Date Status Collection Site (Address) Latitude Longitude Soil Seed Nodule Soil 
sample

OTA_18 291186 Lespedeza sp. ハギ類 21 Oct, 2023 wild Oaza Surigachi, Sumiyocho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　住用町　大字　摺勝

N28°17’44.5” E129°26’13.7” loam bulk no no

OTA_19_01 291187 Vigna marina ハマササゲ 21 Oct, 2023 wild Oaza Sani, Kasaricho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　笠利町　大字　佐仁

N28°30’24.0” E129°39’54.6” coral sand 1 Plant yes yes

OTA_19_02 291188 Vigna marina ハマササゲ 21 Oct, 2023 wild Oaza Sani, Kasaricho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　笠利町　大字　佐仁

N28°30’24.0” E129°39’54.6” coral sand bulk no no

OTA_20_01 291189 Vigna marina ハマササゲ 21 Oct, 2023 wild Oaza Sani, Kasaricho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　笠利町　大字　佐仁

N28°30’48.7” E129°40’04.8” coral sand 1 Plant yes yes

OTA_20_02 291190 Vigna marina ハマササゲ 21 Oct, 2023 wild Oaza Sani, Kasaricho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　笠利町　大字　佐仁

N28°30’48.7” E129°40’04.8” coral sand bulk no no

OTA_21_01 291191 Vigna marina ハマササゲ 21 Oct, 2023 wild Oaza Yo, Kasaricho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　笠利町　大字　用

N28°30’25.0” E129°41’25.7” coral sand 1 Plant yes yes

OTA_21_02 291192 Vigna marina ハマササゲ 21 Oct, 2023 wild Oaza Yo, Kasaricho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　笠利町　大字　用

N28°30’25.0” E129°41’25.7” coral sand bulk no no

OTA_22 291193 Brassica rapa ハマカブラ 22 Oct, 2023 wild Yamada, Kikai-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　喜界町　山田

N28°18’14.1” E129°57’34.8” loam bulk no no

OTA_23 291194 Brassica rapa ハマカブラ 22 Oct, 2023 wild Araki, Kikai-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　喜界町　荒木

N28°17’52.6” E129°56’04.8” loam bulk no no

OTA_24 291195 Glycine max 在来ダイズ 22 Oct, 2023 cultivar Wan, Kikai-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　喜界町　湾 1298

N28°18’35.4” E129°56’15.3” loam bulk no no

OTA_25 291196 Vigna unguiculata 在来ササゲ 22 Oct, 2023 cultivar Wan, Kikai-chou, Oshimai District, Kagoshima 
鹿児島県　大島郡　喜界町　湾 1298

N28°18’35.4” E129°56’15.3” N.D. bulk no no

OTA_26 291197 Capsicum annuum 在来トウガラシ 21 Oct, 2023 cultivar Oaza Surigachi, Sumiyocho, Amami, Kagoshima 
鹿児島県　奄美市　住用町 大字 摺勝 555-11

N28°17’34.9” E129°26’42.3” N.D. bulk no no

Table 3. (Continued).
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Sample Photo 1.
JP291171 (OTA-05), 

Senna obtusifolia

Sample Photo 2.
JP291172 (OTA-06), 
Vigna reflexo-pilosa

Sample Photo 3.
JP291173 (OTA-07), 
Vigna reflexo-pilosa

Sample Photo 4.
JP291174 (OTA-08),
Vigna reflexo-pilosa

Sample Photo 5.
JP291176 (OTA-10), 

Vigna marina

Sample Photo 6.
JP291177 (OTA-11), 

Vigna rmarina

Sample Photo 7.
JP291178 (OTA-12),

Vigna marina

Sample Photo 8.
JP291179 (OTA-13), 

Vigna marina

Sample Photo 9.
JP291180 (OTA-14_1), 

Vigna rmarina

Sample Photo 10.
JP291181 (OTA-14_2),

Vigna marina

Sample Photo 11.
JP291182 (OTA-15_1), 

Vigna marina

Sample Photo 12.
JP291183 (OTA-15_2), 

Vigna rmarina

Sample Photo 13.
JP291184 (OTA-16),
Vigna reflexo-pilosa

Sample Photo 14.
JP291185 (OTA-17), 
Vigna reflexo-pilosa

Sample Photo 15.
JP291187 (OTA-19_1), 

Vigna rmarina
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Sample Photo 16.
JP291188 (OTA-19_2),

Vigna marina

Sample Photo 17.
JP291189 (OTA-20_1), 

Vigna marina

Sample Photo 18.
JP291190 (OTA-20_2), 

Vigna rmarina

Sample Photo 19
JP291191 (OTA-21_1),

Vigna marina

Sample Photo 20.
JP291193 (OTA-21_1), 

Vigna marina

Sample Photo 21.
JP291196 (OTA-25), 
Vigna unguiculata

Sample Photo 22.
JP291197 (OTA-26), 

Cupsicum annuum (fruits)

Sample Photo 23.
JP291197 (OTA-26), 

Cupsicum annuum (seeds)


